




















Elderly person，handicapped person，"WAPT: for the soci昌lyvulnerable of the person with straight lifestラrle-relateddi筈容器se1 measure 
a citizen's health iぉcreaseand promoteちecommgωmmonfor exercise whilc I carry out a civic participation type soeial weJfare 
health culture program to as総括lC “pooJrehabil伐採ion"lecture establishment "a key and raise self-詩dministrationwill to health by the 
improvement of the health conscious謹ndmodellecture記事恰もIishmentand measure enhancement and the fixation of program contents 
and promote contir泌総on紛 dan expanse of the lecture establishment.ln addition，rhold "削.terrehabilit鉛 onexercise classroom" 
as realization of the points to state above and，for a participant，1 exercise註ndfunction { performed a test and body measurement of 
formation and ex語minedthe change of th記 physiologicalre手Jyby Water Approach Psychosomatic Trai託ingclinically. The activ詰針。n 
of the community is promoted by the action of such the citizen particip註tiontype social welぬτehealth program is modelled and being 
embodied. 
1 はじめに 近年， 1)ハピリテーション医科学においては7J<.の物遊学的特
伎を活問した永治療法が研究され始め水中選動が療法として兵一
f ブ… J~ リハビ 1} Jとは高齢者 障害箸.生活数病者一等の身 体化されつつある。本論づえではみ文治運動機t去をき率救とした7]'( 
体的弱者に対する健康精進運動機法プログラムの一手段である。 zドリハピリ i翠動教室〈ブールリハピリ)Jを開設し同教家に
また同プログラムの対象誌をの多くは経ヒにおける日 よる地域活妓'.1とへの影響を考殺し，地域活性化支援事業のモデ
動において?立つこと， tpくこと J(以下同じ)が関主主的に附 ル化を考案した。 
難である。従って，この様な身体的弱者及び機能低下者に対し
て健療熔進iこ必要な運動の量と号誌を提1siしz 安全℃裂しいブー 1.1 モデル化と地域活性化
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ヅ…)v:25 m x 6コー ス， オく漆1.0 1.1m. 
水温 30.5 ~ 31.5t，混度 4ら 50% 


























図 3においてー水中横歩きクロス運動 J iえ校関節周問筋










































( a ) ある片足の膝を渡部に引き寄せ“抱え込む， (b) 
抱えた足を次に さそ士る。そして(a ) と|刈様に後
え込む。':!」











を確保 i討するために 3 ボランチイ
ア指導手f8 ~ 10名が介助及びサボ トの任 lこ.~だったc そし
と とを目的として表 1の
巡り参加持を 3グIv- した。 
I若手は身体的際容者群 (5 豆 (6 

















回 6 ilJ(rJ1lIi歩きと民仁 られるので¥競歩診と後 テストにおける判定基f私立自力で片思交ちを継続している待
ろ歩きを交瓦にすることが望ましし 問を測定しその時間(タイム〉の 1問主j (初日〉と 2面
図〈後終日)との比較において“多い場合"令改ミきとしだっ
3. 「水中リ1¥ピリ運動教窓j効果測定データ分析 
表 2 指導グル ブ別運動能力テスト給然比較表 
AG5 8G5 ! CG5 計16人
1芸ミ グルー 
人; 人テスト1ヌロ 人
G :f， 往年 病 ;f'， 病 当選 その他
男!56 総f生マヒ りよ行荷主 車;情子 
AG S.K 1と 73 綴宇佐損傷 姿勢異常 緩みあ行
身体 S。立 ;会 71 勝i除?と き長11'附宇野 ヨぷ十丈
際主!長夫 女!66 成長今 人工際限滋 
M.K 女 73 成長不全 人工綴関節 
K. T 5ζ 60 腰痛』主 ぶ1i~章害 ヲ姦みあり l 
U. T 誌と i67 終予i主主 f弘行隊害 手商みあり 
mG:|
I¥.K ! Y; ω 
機能
校関節的 l 演芸主将護主i或狭 | 
]j.[¥ ム 7お
低下
膝f羽室長必: 歩行繍治: 絡みあり 
O. 女 i72 !接忌号室長波 歩行障済 j干高rらあり 
¥1.S 男 品事 機尿病 機能紋下 Wl~lこ緩み 
I1.K 女 52 日事関節弘吉 歩行機筈 守衛aらあり 
K.S 主c 62 総潟総長: 歩行隊答 ヲ弱みあり 
CG 
てA 女 74 ミミ胤J!Jfr' 機古主総ド 
l.T 女 I70 
票日附下 




















































































2人 。 3‘19。 。 。
(;2;表 3において，被験続 16 rlに対ナる水i台運動による身体的





と考えられ包表 3において蒸礎代謝量 13人. 1本給紡率 12人， 
11人にえられるような生理的変化であるc
とは，エネルギ一再合成過程に見られる生理















上記の質問に対する調まま結巣は，苦言 4の殺りマある c またア





言手俄 今:く タ合ど どおらとも やや

質問項R (16 人) ない ない E支えtい ある










  I 0 三人 詩人 i人
ありますか
④プールリハビリ I5人 [売人 7)、 。
を知っていますか
(忌表 4において被験おの「俊淡 Jに対する認識度 [101を推察す
ることができる。例えば，質問現日@健康状態に不安を持っ
ていますか。に対しでは.“どちらともいえなL、"が9人(5696)
“やゃある"が 4人 (259ら)と余体の 8196(約 13人)が「
を?持って j参加している。また，質問
項討号健康に良いことをしていますか。に対しでは“どちら


































i(七〉 波紋認談 具体性 内宮主性






















実施日 'V主 22年 10R 7日 1部，最終日〉
実施会場守坂戸市後療増進々ンタ… (2F
。第 l鶏. 7l'(Jtリハビリ運動教936参加者 














られたが，“本ゆっハビ 1) i室勤効主義"については. Q7の滋
問項目の[ilJ~年で 9 が“変わらない"と 2さえていることが示
すように“潔激効果の肉覚性"に今後の運営課題が示されたc


















w こでは目的となる fシステムとモデル化 jについて泌べるc
まず妨めに[ニ長デル化 iど、あるが. 20例年冨際金?投機能分
類 [[21 (rCF: International Classific品tionof Functioning 
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る次第で寸 c (敬称略) 
注 
(1) fr[if:lj篤:¥'t(東京大学医学部教授，健康号号線雪之) 






1992 -ft三， !mf事義塾大学理工学部管理工学科字き柱。 1994年， IriJ大
兵存続線工学研究科管樫工学専攻修士課程終 L、↑専七ぺ(:) ミ引け
は情報数学， e'learning c 
tJ、寺本給光(こばやしひろみつ) 
1983年. 秀三点;学芸大学教育学部学業。 2008ij'，1#:政;学:手芸大タ車
合大学段1導L譲位終了。博士(教育今)埼玉県立大'内‘中火お校教縮。
専攻は，ヰ〈ヰ語教育，情報教育，教育工学内
i!'ミjj:二三努〈しぶいふみお)
的治大学大;主主渓博士後努j諜務終了。主主会、大f手作発表技術 ~rr 1'E所長丹究
員人ドヌ中電気工業株式会社告:]i去jl方式部入手七 19例年減官話会史燃
:}4:教授{綾部大学・王立代放策やis) 
と本大や火点詳段↑専念 
